
『
諸
病
源
候
論
』
巻
二
十
九
、
牙
歯
諸
病
に
は
、
歯
牙
の
症
候
が

二
十
一
項
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大
多
数
の
項

で
は
経
豚
の
走
行
を
用
い
て
病
態
の
説
明
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
手

足
の
陽
明
豚
と
足
の
太
陽
肱
が
歯
に
入
る
。
歯
は
骨
の
終
る
所
、
髄

の
養
う
所
で
、
も
し
経
豚
が
虚
の
状
態
に
な
っ
た
り
、
髄
気
が
不
足

し
た
場
合
に
は
、
風
ま
た
は
風
冷
の
邪
気
が
経
豚
に
入
り
、
歯
牙
並
び

に
歯
周
組
織
に
疹
痛
・
腫
脹
・
化
腸
・
出
血
等
の
症
状
を
ひ
き
起
す

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
経
の
医
説
に
基
く
病
理
論
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
同
一
症
候
内
で
内
経
に
な
い
理
論
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
牙
歯
痛
候
・
牙
痛
候
・
歯
痛
候
で
は
、
は
じ
め
に
内
経
的
病

理
論
を
述
べ
、
そ
の
後
に
患
に
よ
る
歯
牙
の
毒
蝕
が
歯
痛
の
病
因
と

一
般
口
演

『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
歯
病
の

医
説
に
関
す
る
考
察

戸
出
一

郎

し
て
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
経
の
医
説
に
関
係
は
な
い
が
、

歯
痛
の
病
因
と
し
て
大
切
な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

妄
勾
ノ
Ｏ

患
に
よ
る
歯
痛
に
つ
い
て
は
別
に
項
目
を
設
け
、
牙
歯
壷
候
・
牙

驫
候
・
歯
墨
候
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
項
で
は
、
墨
が

歯
牙
を
食
し
て
孔
を
あ
け
、
歯
牙
の
姪
痛
を
ひ
き
起
す
と
記
述
し
て

い
る
。
こ
の
三
項
の
立
て
方
は
前
の
牙
歯
痛
候
・
牙
痛
候
・
歯
痛
候
と

よ
く
似
て
お
り
、
終
り
の
一
項
に
養
生
方
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
と
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
は
経
豚
に

つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
牙
歯
諸
病
の
中
で
経
豚
に

ふ
れ
て
い
な
い
の
は
こ
の
三
項
と
歯
冨
候
の
承
で
あ
る
。
歯
蟹
候
は

墨
が
歯
を
食
し
て
歯
断
に
達
し
、
化
膿
す
る
に
至
っ
た
も
の
を
言

う
。
そ
の
他
の
症
候
で
は
、
抜
歯
損
候
の
外
傷
を
除
い
て
は
す
べ
て

風
・
冷
を
病
因
と
す
る
経
肱
説
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
牙
歯
諸
病
の
病
因
は
風

冷
並
び
に
墨
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
病
因
論
の
由
来
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
み
た
い
。

風
・
冷
を
病
因
と
し
、
経
豚
の
変
動
に
よ
っ
て
起
る
症
候
の
解
説

は
内
経
の
医
説
に
基
い
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
に
つ
い
て
は
立
場
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を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
諸
病
源
候
論
』
以
前
の
医
書
は
現
伝
す
る
も
の
が
極
め
て
少
な

い
の
で
、
『
医
心
方
』
『
外
台
秘
要
方
」
に
引
用
さ
れ
る
方
書
の
う

ち
、
『
諸
病
源
候
論
』
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

『
医
心
方
』
治
齪
歯
痛
方
第
五
十
八
は
、
『
葛
氏
方
』
の
又
方
三
例

に
「
…
置
虫
歯
上
…
」
「
…
吐
虫
長
六
七
分
皆
黒
頭
」
「
．
：
虫
下
不
得

動
作
…
」
と
あ
り
、
、
『
小
品
方
』
に
「
治
甘
虫
食
歯
根
方
」
と
、
又

方
に
「
皀
莱
去
皮
塗
上
虫
出
」
と
あ
る
。

『
外
台
秘
要
方
』
に
は
齪
歯
方
七
首
の
中
で
、
集
験
療
齪
歯
方
に

「
取
松
脂
鋭
如
錐
注
齪
孔
内
須
曳
齪
墨
縁
松
脂
出
」
と
あ
り
、
歯
壷

方
五
首
の
中
で
は
「
小
品
療
歯
墨
腐
鰊
刺
漱
湯
方
」
「
朏
繁
療
齪
歯

患
方
…
愚
食
齪
歯
風
痛
並
用
：
．
」
、
『
剛
繁
方
』
の
又
方
に
「
又
療
畢

歯
痛
椒
湯
方
」
「
又
附
子
寒
墨
孔
丸
方
」
が
あ
る
。
更
に
牙
歯
雑
療

方
七
首
の
中
に
は
「
Ⅲ
繁
療
心
虚
寒
口
気
臭
衝
人
又
墨
歯
痛
言
窮
散

方
」
と
あ
る
。

右
の
よ
う
に
『
葛
氏
方
』
『
小
品
方
』
『
剛
繁
方
』
の
各
方
書
に
墨

を
病
因
と
す
る
歯
病
の
記
録
が
散
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
方
書
は
『
諸

病
源
候
論
』
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
遡
れ
ば
『
馬

王
堆
漢
墓
帛
書
』
の
『
五
十
二
病
方
』
中
に
「
試
食
歯
、
以
楡
皮
、

白
□
、
美
桂
、
而
井
□
□
□
口
伝
空
図
」
と
あ
る
。
注
に
よ
れ
ば
戴

食
歯
は
鵬
歯
の
こ
と
で
あ
る
。
式
は
苗
葉
を
食
う
虫
で
、
本
文
は
虫

が
歯
を
食
っ
た
場
合
に
楡
皮
以
下
の
処
方
を
齪
窩
に
つ
け
る
よ
う
指

示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
五
十
二
病
方
』
の
他
に
同
帛
書
に
は
『
足
臂
十
一
豚
灸
経
』
『
陰

陽
十
一
豚
灸
経
甲
本
』
『
同
乙
本
』
が
あ
り
、
歯
の
経
豚
に
お
け
る

所
属
と
発
病
の
機
序
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
病

因
を
他
に
求
め
る
こ
と
な
く
、
経
豚
（
臂
陽
明
豚
・
歯
豚
）
の
病

（
是
動
病
・
所
産
病
）
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
歯
痛
の

原
因
を
臂
陽
明
豚
・
歯
豚
（
い
ず
れ
も
手
の
陽
明
豚
）
の
変
動
に
置

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

馬
王
堆
漢
墓
の
医
書
は
恐
ら
く
秦
代
か
ら
前
漢
に
わ
た
る
時
代
の

医
学
の
記
録
で
あ
ろ
う
か
ら
、
歯
病
の
原
因
を
経
豚
の
変
動
に
求
め

る
医
説
と
、
虫
の
壼
蝕
に
よ
る
と
す
る
医
説
は
、
互
に
無
関
係
で
は

な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
系
統
を
別
に
し
て
そ
の
頃
か
ら
あ
り
、

内
経
や
方
書
に
受
け
つ
が
れ
て
、
多
少
の
変
遷
を
経
な
が
ら
晴
代
ま

で
続
い
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
牙
歯
諸
病
の
症
候
分
類
と
医
説
は
、

こ
の
二
つ
の
系
列
に
あ
る
病
理
論
を
併
合
し
分
類
し
て
記
述
さ
れ
た
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も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

は
し
が
き

倉
公
、
淳
干
意
は
、
紀
元
前
二
世
紀
頃
に
活
躍
し
た
前
漢
の
医
師

で
あ
る
。
そ
の
経
歴
は
『
史
記
』
の
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
』
に
詳
し

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
段
で
考
察
す
る
。

『
史
記
』
・
『
倉
公
伝
』
に
は
、
倉
公
が
経
験
し
た
二
十
五
件
の
症

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
各
左
の
症
例
報
告
は
、
次
の
よ
う
な

項
目
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

病
名
症
状
治
療
転
帰

病
因
診
断
病
理
病
位

私
は
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
倉
公
の
記
載
す
る
所
と
『
素
問
』

『
霊
枢
』
の
記
述
と
を
比
較
対
照
す
る
と
共
に
、
現
代
医
学
的
に
ど

の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
を
も
検
討
し
て
、
そ
の
医
学
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

先
ず
病
名
（
含
症
状
）
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

倉
公
淳
子
意
そ
の
一

家
本
誠
一
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